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1.

ク語の S・形動詞による中立態

れる。

(1) ole slog peter i hovedet.

<オーレはぺーターの頭を殴った。>

(2) DanS1祀rne drikker meget tiljul.

くデンマーク人はクリスマスに,よ<酒を飲む。>

(3) peteT blev slaet ned i aftes.

<ぺーターは昨夜殴り倒された。>

(4) Den omtalte bog kan stadig kφbes hos N.N.

<その話題の本は,まだ某本屋で買うことができる。>

(5) vi mφdes og sk111es.

<我々は会い,そして別れる/逢うは別れの始め。>

(6) De synes lykkeHge.<かれらは幸せそうだ。>

例文(1),(2)は能動態の文,(3),(4)は受動態の文である。前者は動詞

の能動態形により構成され,後者は blive/V記re十動詞の過去分詞による

受動態構文や動詞の受動態形(S・形動詞)により楴成される。拙論では能

動態の文,受動態の文をそれぞれ能動態,受動態と略称し,動詞の能動態

形や受動態形をそれぞれ能動形,受動形と略称する。

概して能動態はそれに対応する受動態に書き換えることができ,受動態

はそれに対応する能動態に書き換えることができる。そこで(1)ー(4)のそ

れぞれに対応する態を求めると次のようになる。

(1り Peter blev S1之et i hovedet af ole.

<ぺーターはオーレに頭を殴られた。>

ク語の態について論じる場合,概して次のような文が老えら
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(2/) Der drikkes meget tiljuli Danmark.

<デンマークではクリスマスによく酒が飲まれる。>

(3') En af rockerne slog peter ned i aftes.

<暴走族の一人が昨夜ペーターを殴り倒した。>

(4り Man kan stadig kφbe den omtalte bog hos N.N.

<その話題の本を某本屋でまだ買うことができる。>

能動態と受動態の関係を詳しく論ずるのは別の機会に譲るとして,拙論

では(5),(6)のような一般に中動態あるいは中問態(medium)と呼ばれ

るものを扱う。しかし拙論では中動態あるいは中間態という印欧語文法や

古ギリシャ語文法の用語は踏襲しない。(5),(6)のような文は能動態にも

受動態にも態の変換が不可能であり,非能動態であると同時に非受動態で

あると考えることができる。すなわち態に関して中立するものと考えるこ

とができる。したがって,これらを拙論では中立態と呼ぶ。

(5),(6)から明らかなように,中立態は S・形動詞により構成されてい

る。(5)の mφdes, skiⅡeS は mφder, ski11er という能動形を有し,また

Ski11eS は De to haver skiⅡes af en h記k.くその二つの庭は・ーつの垣

根によって隔てられている。>のような受動態を構成することができる。

一方,(6)の SyneS には*syne(r)という能動形は存在しない。また

SyneS は受動態を枇成することもない。このSyneS のような動詞を, verba

depone址ia <能動形(邦よび受動的意味)を放棄した動詞>というラテ

ン語文法の用語を用いて deponente verber と呼ぶ。

中立態には,いくつかの手段によって書き換えが可能なものと,そうで

ないものがある。拙論では書き換えの可能性によって中立態を分類し,中

立態というものを考える。ただし,ーつのグル【プに適用される種々の書

き換えが,そのグループに属する全ての動詞に適用されるとは限らない。

また deponente verber には能動形がない上,受動態を構成することが

ないのであるから,書き換えそのものが不可能な場合が多い。その場合は

deponente va'ber の意味を考慮して分類する。また拙論では比較的新し



いデンマーク語の標準語を扱い,方言や俗語や幼児語は原則として扱わな

い。したがって,参考文献で挙げた文法書類に見られる S一形動詞でも,

参老文献で挙けソこ三つの辞書に見られないものは扱わない。また,これら

の辞書に見られる S一形動詞でも現在では用いられなくなっくいるものが

あるが,その場合は、印を付けて示す。さらに, S一形耐ル司は少数のものを

除いては,一般にその使用が避けられる傾向にあることも付言してオ6<。

備考:受動態と中立態の両方を桜"武する S一形動詞のいくつかのもの

は,音声上の相述を示すと言われている。 Diderichsen (1釘6:115f.,118)

によれば,当きことぱでは受動形とヰ・.立形は不定詞/現右リ多や過去形で同
D

形であるが,命令形や叙述用法の過去分詞(supin山n)では中立形のみ可

能で,受動形としての S一形は存在しない。また話しことばでは,いくつ

かの動詞の直接法現在形や不定詞において,受動形と中立形とでは音声的
( 2 )

に異なると述べている。

2.1.複数主語を要求するホ,態

2.1.1.中立態A/相互的中立態

(フ) DNngeneS玲S.<男の子たちは喧畍している。>

(8) B血nenesk記ndes.<子供たちは言い争っている。>

例文(フ),(8)を見て分かるように,現突にはなかなか現れないような,

そして時には奇妙にさえ感じられうる文をポすこともあるが,それは情報

量が不足しくいるからであり,例文が非文法的だからではない。例えば,

(フ)の場合には伽 gaden <道で/路上で>や時の副詞 altid <いつ、>

などを入れればより自然な文になる。しかし文法を扱う拙論では,簡潔さ

を求めるとき,敢えてそのような例文を示すこともある。さく(フ)の Slas

2.
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は<殴り合う,喧嘩する>を意味し,(8)の Sk記ndeS は<言い争う>を

意味する。これらの意味は「オ6互いに~しあう」ということである。ま

た,これらは自動詞として機能している。したがって,この種の中立態は

相互代名詞 hinanden を用いることによって能動形を含む文に書き換え
( 3 )

ることができる。それゆえ,この種の中立態を相互的中立態と呼ぶ。そし

て,この hinanden による書き換えを「書き換え a」と呼ぶ。

相互的中立態は「書き換えa」により次のように書き換えることができ
( 4 )

る。

(フ)

( 9 )

ー)(7a) Drengene S1合r hinanden.

Sφren og Hanne mφdes.<セアンとハネは会う。>

ー>(9a) Sφren og Hanne mφder hinanden.

備考:(8)は「書き換え a」では Bφrnene sk記nder pa hinanden.

となる。それは Sk記nde が今日,この意味では Pa で始まる前置詞句を

支配するからである。

相互的中立態の「お互いに~する」という意味から,相互的中立態と能
( 5 )

動態の関係は次のように考察される。

(1の

その意味から明らかなように,相互的中立態は基本的に双数主語を要求

するが,(フ)の drengene のように 3人以上/大勢の場合もある。

Hans og ole slas.

Hans slar ole.

Ole slar Hans.
(ー)

を殴っている。>



(フ) Drengene S1会S.(ー>

A slar dreng B.

B S]虹 dreng A.

A S1訂 dreng c.

C S1会r dreng A.
↓
A S1会r dreng N.

N S1合r dreng A.

B slar dreng c.

C slar dreng B.

B slar dreng D.

D slar dreng B.
↓
B S1合r dreng N.

N slar dreng B.
U

(N-3) slar dreng (N-2).

(N-2) S1虹 dreng (N-3).

(N-3) slar dreng (N-1).

(N-1) S1虹 dreng (N-3).

(N-3) S1虹 dreng N.

N S1訂 dreng (N-3).

Dreng

Dreng

Dreng

Dreng

Dreng

Dreng

Dreng

Dleng

Dreng

Dreng

Dreng

Dreng

9

また,一方の主語(以下Sと略す)を前置詞 med に支配される名詞

句,すなわも共起主語(consubjectum)(以下 CS と略す)にすること

によって単数主語の文に書き換えることができる。以下この構文を CS構

文と呼ぶ。そして,この CS 織文による書き換えを「書き換えb」と呼
( 6 )

ぶ。

(9)→(9b) Sφren mφdes med Hanne.

<セアンはハネと会う。>

(10)→(10b) Hans slas med ole

くハンスはオーVと喧嘩し<いる。>

(9b)の主語(Sφren)と共起主語・(Hanne)は両方とも有意志(volens)

であるので, S と CS の位置を置き換えた文(9bり Hanne mφdes med

g

g

g

n

e

r

D1

{

{

/
ー



10

S血印.が可能である。このような S と CS を置き換えることのできる

CS 構文は対称的(symmetrisk) CS 構文と呼ばれる。ところで(9b),

四bりは*S血'en mφdes.や*Hanne mφdes.というように,それぞれ

の CS を削除することはできない。なぜなら m血eS は主語が単数の時

は med十CS を必ず要求するからである。この CS は義務的 CS と呼ば

れる。義務的 CS を伴った桃文において, CS が有意思であり,対称的

CS 構文を雛成する氏泌こは,この CS は S の位置に繰り上げることが可

能である。このようにして(9b)から(9)を生成することもできる。(9)の

ような場合には複数主語が要求されるが,集合名詞も可能である。

備考:義務的共起主語に対し随意的共起主語もある。例えぱ, Ha貼

SpiⅡer fodbold med ole.<ハンスはオーレとサッカーをする。>とい

う文において,共起主語(ole)を削除することができる。したがって,

この共起主語は随意的共起ヨ示吾と呼ばれる。そしてこの文は次のようなぎ

き替えが可能である。

Hans spi11er fodbold.

HansspiHerfodboldmedole.・>{'}ー>Ole sP丑ler fodbold.
ー> Hans og ole spi11er fodbold.

そして矢印を逆に向けることもできる。

SkiⅡeゞ<(人)カ"刈れる>も相互郎1卞立態を儲成する。

(5) vi mφdes og sld11es.

<我々は会い,そして別れる/逢うは別れの始め。>

(11) Det er kede]igt at ski11es pa den made.

<こんなふうに別れるのは疾念だ。>

この場にも「書き換えb」が適用されるが, skiⅡeゞは前置詞 med で

はなく前置詞 ha による CS 構文を取る。

(12) peter og hans ven sldltes.

<ぺーターとかれの友人は別れた。>



ー>(12b) peter skiltes h'a sin ven.

<ぺーターはかれの友人と別れた。>

相互的中立態はまた前置詞句 med hinanden <オ6互いに>を付加す
(幻

ることにより次のような書き換えが可能なものもある。

(フ)ー>(7C) Drengene slas med hinanden.

(9)ー)(9C) Sφren og Hanne mφdes med hinanden

これを「書き換え C」と呼ぷ。 f齊き換え C.における med hinanden

は文法命ルこみて明らかに冗語法ゆleonasme)の用法であるが, 1、浦互い
( 9 )

に」という意味を強調するために用いられることがある。

相互的中立態を構成する S・形動詞の例: bides く噛み合う;、口論す

る>,*bwdes.<とっ組み合う;(意見・利害などが并珂突する>,*favnes

<抱き合う>, forliges <仲良くやって行く>, fφlges (ad)<一緒に行

く;(物事力り相伴う,両立する>, hj記Ipes (ad)<助け合う>,、1a'iges

<互いに単戈う>, krydses <互いに交差する>,、kysses く互いに接吻す

る>, mφdes/ses/tr記丘eゞ<互.いに会う>, omgas'<交際する>,

*PU丘es/*skubbes <押し合う>,、rives/toppes く喧 1嘩する,口論す

る>, sldⅡeゞ<(人力§)別れる>, sk記ndes <口論する>, slas く喧雌

する>, snakkes(ved)/ta]es (ved)<話し合う>,*sttides くr劃跿する,

互いに戦う>,、tr記nges <君羊がる,押し寄せる>等

deponente verber: enes <恵見が一致する;イ中良くやって行く>,

、gantes <(異性と)いちゃつく>, kappes <競争する>,*kives/

当k記Vles/★mundhugges/★tr於ttes/゛tvistes <口論する,昌い与1う>,

、nappes <1碇嘩する;仁恬令する>,、n記bbes く(鳥が)くもぱしを触れ合

う;接吻する;口論する>等。

注意1:、印は当該語句が、占い用法であり現在では,全くあるいはほ

とんど用いられないことを示す。また,当該語句が現在ではある意味を失

つたことを水すこともある。

注意2:単語の右肩上の数字は,当該単語と同形のものが別のタイプ

11
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の中立態を扱ったセクションでも現れることを示す。例えぱ, tr記丘eS は

§3.1.にも現れる。

注意3: seS には「書き換え a」は適用されず, skiⅡeゞには f書き

換え a」と 1、書き換え b」が適用されない。また上に示した動詞は「なん

らかの方法で争う」という意味を持つものが多いということは注目に値す

る。

er

備考1: Aage Hansen (1967:57)は, omgaS は S一形動詞が他動詞

として用いられる唯一のケースであると説明する。

(i) De omg会S hinanden en del.

<かれらは,オ6互いにかなり付き合ってぃる。>

(iD Han omgas dem meget.

<彼は,かれらとよく付き合っている。>

(iiD sig mig, hvem du omas, og jeg skalsige dig, hvem du

値お2:、tvisteS は受動態を枇成することがあるが,*tvisteS は

deponent verbum であるから,この受動態の用法は誤用にもとずくもの

であり,例外的用法と考えられる。

Der kan ★tvistes om dette sPφrgsmal.

<この問題について口論されている。>

く君が誰と付き合っているか言いなさい。そうすれば,君がど

ういう人か言いましょう。>

しかし(i)・ー(iiりの omgaS は動作を表していない。したがって(D の

hinanden,(iD の dem,(iii)の hvem は受動者ではなく,補ヨ丘と考え

られる。すなわち omgaS はここでも他動詞ではなく自動詞として機能し

ていると考えられる。



2.1.2.

このセクシ,ンで扱う S一形動詞は「婚約する」,「結婚する」,「籬婚す

る」という意味を表す一連の動詞に代表される。

(13) peter og Hanne skal giftes pa Sφndag.

<ぺーターとハネは今度の日曜日に結婚する。>

このような中立態は再掃代名詞 Sig を用いることにより動詞の能動形
(10)

を伴う文に書き換えることができる。この書き換えを「書き換え d」と呼
(1D

ぷ。そしてこのような中立態を「再婦的中立態1」と呼ぶ。ただしこの場

合, gifte sig は「未来の予定」を表す Ska1 とは共起できないので,拙論

では t記nker pa at <~しようかと思う>を便宜上用いる。

(13)ー)(13d) peter og Hanne t記nker pa at g迂te sig pa Sφndag.

再掃的中立態1は二個体間の係わりを表すものである。したがって常に

双数主語を要求する。これは相互的中立態を思い起こさせる。しかし相互

代名詞 hinanden による「書き換え a」は適用されない。一方 CS 構文

による「書き換えb』は可能で,単数主語の文に書き換えることができ

る。

中立態B/再帰的中立態1

13

a3)ー)(13b) peter skal giftes med Hanne pa Sφndag.

<ぺーターはハネと今度の日曜日に結婚する。>

同様に(13)の書き換え構文(13山にも「書き換え b」が適用される。

(13d)ー)(13bり Peter t記nker pa at gifte sig med Hanne

Pa Sφndag.

さらに(13)は二個体間の係わりを表すのであるから相互的中立態と同様

に med hinanden による「書き換え C_1 が適用される。

(13)・)(13C) peter og Hanne skal giftes med hlnanden

Pa Sφndag.

「書き換え C」はまた(13d)にも適用される。

(13d)ー>(13Cり Peter og Hanne t記nker pa at gifte sig med
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hinanden pa Sφndag.

再婦的中立態1を構成する giftes, forloves <婚約する>, ski11es.

<籬婚する>は,法の助動詞との共起にオ6いてのみ用いられるという点で

特殊である。なオ6, sldⅡes'<陞婚する>には「書き換え d」は適用され
(12)

ない。また現在形では, giftes, forloveS に関しては gifter sig, forlo-

Ver sig,そして SkiⅡes.には bⅡVer skilt が用いられる。過去形では

blev gifvforlovet/skilt が用いられる。一方,「(人が)別れる」という意

味の SkiⅡes.では SkⅡteS という過去形が可能であり,この点で SkiⅡes.

とは異なっている。このように見ると, skavvil giftes, gifter sig, blev

gift などは一種の補充動詞(suppletivt va'bum)を形成していると言え

るかも知れない。また Parres <価切物力りつがう,交尾する>には,上に

示した三つの劃括司に関して言える諸々の制限はない。これは, parreS と

他の三つの列括司との意味上の相述を考えると理解できるであろう。

再劣す的中立態1を織成する S一形動詞の伊上 forloves, giftes, parres,
a3)

Skil}eS2 等。

2.1.3.

(14) Folk samles pa torvet.<広場に人があつまる。>

(15) AⅡe flokkes om ham.<みんなが,彼の周りに群がる。>

このような中立態は再掃的中立態1と同様に,再耐代名詞 Sig による

「書き換え d_1 が適用される。

(14)ー>(14d) Folk samler sig pa torvet.

(15))(15d) A11e *flokker sig om ham.

上に示したように,、flokker sig は現在では用いられることはなく,

もっぱら aokkeS が用いられる。一方、fylRes く撃列する;寄り集ま

る>は現在用いられることはなく, fyⅡくer sig がもっばら用いられる。

ただし,これは文法的理由に起因するものではない。

この種の中立態は「書き換えd_1が適用されるという点では再帰的中立

中ゞが懲C/再昂的中立態2



態1を思い起こさせるが,後者が双数主語を要求するのに対し,これは最

低三個体以上からなる複数主語あるいは集合名詞からなる主語を要求す

る。したがうて,これを「再婦的中立態2』と呼ぶ。再映群拘中立態2は結

果として集合を構成するに至る協力や共同作業を表す。例えば flokkes

と、fylkeS は集団(aⅡe も含む)を表す主語を常に要求する。したがっ

て CS 雛文による「書き換え b」は aokkeS と*fylkeS には適用されな

い。例えば Hold A flokkes om bolden.くAチームはポールの周りに

群がっている。>において,主語 hold A はーつの集団を表す集合名詞

であり,単数主語と med十CS に分解することは不可能である。

再州的中立態2を雛成する S一形動詞の伊上 Hokkes <群がり集まる>,

、fylkes <整列する;寄り条まる>, samles <集まる>等。

2.2. 複数主語を要,求しない中立態

2.2.1.

(16) M記lken 、sldltes.<そのミルクは削結した。>

(17) vejret *bedtes (dag for dag).

<天気は(日毎に)良くなる。>

(18) situationen 記ndres (fra time tiltime).

<状況は(刻々)変化している。>

この種の中立態では<徐々に何かが起こる>ということが表現される。

したがって,これを「漸進の中立態」と呼ぶ。

漸進の中立態は,胤して再h}代名詞 Sig による「書き換え_d」が適用

される。したがって,これを「再"}的中立態3__1 と呼ぶ。

(16)ー)(16山 M記11くen ゛skilte sig.

(17)・>(17d) vejret bedrer sig (dag for dag).

(18)・)(18田 Situationen 記ndrer sig (h'a time tiltime).

しかし§1の終わりで既に述べたように, deponente verber には「書

15

中立態D/再婦的中立態3/漸進の中立態
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き換えd」は適用されない。瀛進の中立態は,また bHve 十述語(形容

詞/名詞)の構文で書き換えることのできるものもある。これを「書き換

え e」と呼ぶ。「書き換え e」は deponente verber に適用される場合も

ある。

(17)ー)(17e) vejret bHver bedre (dag for dag).

(19) Detdages.<夜が明ける/空が白む。>

→(19e) Det bliver dag.

(2の Nar dagene 1記nges, begynder vlnteren at strenges.

<(冬至が過ぎて)日が長くなると冬が厳しくなり始める。>

ー)(20e) N証 dagene bliver 1記ngere, begynder vinteren

at blive strengere.

漸進の中立態を構成する S・形動詞の伊上、bedres <よくなる>, heles/

1記ges <(傷などが)籍える>, modnes く(果実などが)熟する,(人,動

物などが)成熟する>, OP1φSes <分解する,壊れる>,、skiHes.くミル

クが)凝結する;(雲や霧などが)晴れる>,記ndres <変わる>,記ldes

<年を取る,ふける>等;

deponente verber の伊上 dages<夜が明ける,空が白む>, for記ldes

<古くなる,すたれる>,*即'φnnes <緑になる>,*strenges く厳しく

なる>,、1記nges [過去形:1記ngedes]<(時問的に)長くなる>等。

注意

Inodne,

*skiⅡeS3 に並行して hele, 1記ge,heles, 1記ges, modnes,

SkiⅡe という能動形もある。

2.2.2.

このセクシ,ンで扱う全ての動詞(そしてそれらが構成する中立態)は,

古い表現であり現在では用いられない傾向にある。しかし,それらは中立

態のーつのタイプを構成しているので,敢えて扱うことにする。

(21) Han 青gr記mmes over sin fars dφd.

中立態E/再掃的中立態4/感情状態の中立態



<彼は父親の死を深く悲しんでいる。>

(22) Han *ynkes over hende.

<彼は彼女を哀れに思っている。>

これらは gr記mmelse <悲しみ>や medynk<哀れみ,同情>を感じ

る/抱く(fφle)ということである。ただし受動態を構成する S一形もある
a4)

が中立態とは異なった意味を持つ。

(23) Han *gr記mmes af sorgen.(受動態)

<彼はその悲しみに打もひしがれている。>

(24) Han *ynkes af aⅡe.(受動態)

<彼はみんなに同情されている。>

(21),(23)では, han *即'記mmeS の部分の意味の相逢が明碓ではない

が,(22),(24)では意味の述いが判然としている。

(21),(22)は再婦代名詞 Sig による「書き換え d」が適用される,し

たがって「再婦的中立態4」と呼ぶ。

(21)ー)(21d) Han ★gr記mmer sig over sin fars dφd.

(22)ー>(22d) Han *ynlくer sig over hende.

この種の中立態は「~の感情を抱いた状態にある」ことを意味し,未完

了アスペクトを表すと考えられる。したがって,これを「感情状態の中立

態」と呼ぶ。

感情状態の中立態/再掃的中立態4を雛成する S一形動詞の伊上、frydes

<嬉しがる,喜ぷ>,*g]記des <喜ぶ>,、gr記mmes <悲しむ>,*ynkes

<哀れに思う,同情する>,*記ngstes <心配する>等

deponente verber:*blues <耳6 じる>等。

17

2.2.3.

(25) pigerne forskr記kkedes ved larmen.

く女の子たちはその音にぎょっとした。

(25)は Pigerne forskr記kkedes af larmen.

中立態F/感情変化の中立態

>

く女の子たちはその音
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にぎょっとさせられた。>という受動態とは異なっている。すなわも,

(25)に邦いては動作主は考えられて邦らず, fφlteskt記k <驚いた>を意
(15)

味して邦り,感情の変化を表している。したがってこれを「感情変化の中

立態」と呼ぶ。感情変化の中立態は感情状態の中立態を思い起こさせる

が,前者には再掃代名詞 Sig による「書き換えd」は適用されない。

方,この場合は blive 十過去分詞派生の形容詞(したがって原則として

性・数の一致あのの構文による書き換え,すなわも「書き換えe」が可

能である。

(25)ー>(25e) pigerne blev forskr記kkede ved larmen.

心侍老: deponente verber の責r記ddes/*tr記ttes/*vredeS は blive十

形容詞 r記d/tr記VⅥ'ed の枇文による書き換えが可能である。そして現在

ではむしろこの表現が用いられる。

書き換え不可能な中立態

感情変化の中立態は「~の感情を抱くようになる」という感情の経過を

表し,完了アスペクトを表すと考えられる。この点も感情状態の中立態と

は異なる。

感情変化の中立態を構成する S一形動罰の伊上 forarges く憤慨する;

あきれる>, forbavses <驚く>, fmイ記rdes/forskr記kkes くイ叩天す

る,びっくりする>,*fort血'nes/*harmes <怒る>, kV記les く(喉を詰

まらせて)むせる>,、記kles <うんざりする,胸が悪くなる>等

deponente verbet:*r記ddes <恐れる>,*tr記ttes <疲れる>,

、vtedes <怒る>, V記mmes <うんざりする,胸が悪くなる>等。

この種の中立態は§2の中立態とは異なり書き換えが不可能である。

たがって「書き換え_1 の可能性によって分類することはできないので,

の他の統語・意味上の特徴にしたがって分類する。

3.

し
そ



3.1.完全自動詞として機能する S・形動詞による中立態/中立態G

a6)

「存在の動詞」 findes, gives, tr記丘es':

(26) sadanne S1阻bninger fandtes i Afrika.

<そのような生き物がアフり力にいた。>

(27) Der gives ikke mange som hun.

<彼女のような人はあまりいない。>

(28) Natravne tr於丘es sj記ldent i Danmark.

<ヨタカはデンマークには稀にしかいない。>

その他の耐備可に brydes.<(光線が)屈折する>や f御'des く動く,

歩く;しぱしぱ行く>, rygtes <うわさが広まる>, trives く栄える;

(人,値物が)丈夫に育っ;快適である>^最後の三っの動詞は de-

Ponente verber である^などがある。

(29) Lysstr虹erne brydes.

<光線は屈折する。>

(3の Han f記rdes meget pa restauranter.

<彼はνストランによく行く。>

(31) Begivenheden er rygtedes over hele byen.

<その出来事は町中のうわさになった。>

(32) Han trives ikke pa sin arbejdsplads.

<彼は職場でうまく行かない。>

19

不完全自動詞として機能する S・形動詞による中立態/中立態H3.2.

(33) Bordet synes stφrre, end det i virkeligheden er.

<そのテーブルは実際より大きく見える。>

(34) Han synes, at ideen er d会rlig、

<彼はその考えは良くないと思う。>

(35) Det 叙' 1ykkedes dem at fa en lejlighed.
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<かれらは首尾よくアパートを見つけることができた。>

(36) Han vilikke kendes ved sin fader.

<彼は自分の父親を自分の父親とは認めたくない。>

(37) Jeg har 1記ngtes efter at tale med dig.

<私はあなたと話したいと待ちあぐんでいた。>

この種の中立態に邦いてS一形動詞は補語を要求する。補語は述語であっ

たり,思考動詞の補文であったり,副詞や前置詞結合であったりする。し

たがって,これらの S一形動詞は不完全自動詞的であると老えられる。

(38) Han omgas med skumle planer om at 1φbe fra det hele.

<彼は全てから逃げようという汚い考えを抱いている。>

OmgaS は本来,相互的中立態を構成するが(§2.1.1.参照),その場合

は S も CS も有意志であり,したがって対称的 CS構文を作る。これに

対し S が有意志であり CS が無意志(non-volens)の場合, omgaS は

対称的 CS 構文を構成せず非対称的(asymmetrislo cS 枇文を構成す

る。それだから無意志な CS を伴う(38)は*Han og planer(ne) omgas.

と書き換えることはできない。したがって,この場合の omgaS は相互的

中立態ではなく中立態Hを儲成し,常に不完全自動詞として機能してぃる

と考えることができる。因みに,この場合 omgaS は転義として用いられ

て郭りく(老えなどを)抱<>という意味である。このように本来は相互的

中立態を構成するが転義に粉いて中立態Hを構成するようになったと思わ

れるものに*drages med/tr記kkes med <~に苦しむ,~に悩む>等が

ある。

(39) patlenten *drages med dφden.

<その患者は死にかけている(死の苦しみにある)。>

(4の Han tr記kkes med fattigdom og sygdom.

<彼は貧困と病気に苦しんでいる。>

中立態Hを構成する S一形動詞の伊上 brydeso(mod)<(波が~に当っ

て)弘Wナる>,*山'ages (med)/tr記kkes (med)<~に苦しむ,~に悩



む>, kendes (ved)<認める,認知する;(見て)思い出す>, mindes

<思い出す>, omgas.(med)<老えなどを)抱く>, omgasvomgas゜

(med)<扱う>, skyldes <~のせいである>等

deponente verber の仞上*fattes <~を欠く,~がない>,1ykkes

<うまく行く,~が成功する>, 1記nges (efter)[過去形 1記ngtes]く思

い焦がれる,切望する>, mislykkes <~が失敗する>, synes く~の

ようだ;~のようだ(と思う)>; synes (om)<~を好ましく思う>,

*times/*vedeTfares <~カミ起こる,降りかかる>,*t記kkes く喜ばせ

る>等。

備老': mindeS は古い用法では受動態を構成することがある。これ

は,恐らく誤用にもとずくものと老えられる。そして mindeS のこの用

法は,現在では奇妙な感じを与えるようである。

Den begivenhed vil mindeS 1記nge.

<その出来事は長い間回想、されるであろう。>

また omgas.は omgas. med という自動詞+前置詞の結合全体が他動

詞的と解釈された上, med が落ちることが生じた時, omgaS 由休が他動

詞的と解釈されるようになったと老えられる。そしてこの場合には,

Omgas0 はごく自然に受動態を構成することができる。

Han skal omgas med forsigtighed.

<彼は慎重に扱われねばならない。>

したがって om部S.は,中立態を構成する動詞が受動態をも構成する
a7)

という唯一・の例外的な場合であると考えることができる。

以上, S・形動詞による中立態を統語上邦よび意咏上の特徴により分類

し,検討'した。中立態を構成する S一形動詞は(完全あるいは不完全)自

動詞としく機能する。自動詞の少数のものは(2り Der drikkes meget
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4. むすび
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田 juH Danmark.のように受動態を構成することがあるが,自動詞は

原則として受動態を構成することはない。中立態を矯成する S一形動詞も

また原則として受動態を構成することはない。

拙論では中立態を構成する S・形動詞だけを扱ったが,それ以外にも受
a8)

動態を構成しない動詞がある。

(4の Han mangler mod.<彼は勇気がない。>

(中立態H) Han *fattes mod.

(41) peter ligner ole meget.

<ぺ【ターはオーレによく似ている。>

(42) HanS 釦'bejde gavnede Danmarlく.

<彼の仕事はデンマークのために役立った。>

(43) ole barberer sig 0丘e.<オーνはしばしばひげをそる。>

(4のー(42)に浦いては,動作性は表わされておらず, mod, ole, Dan-

mark は受動者ではないので,目的語ではなく補語と老えられる。それゆ

え(4のー(42)は受動態に書き換えることはできない。また(43)の再州的表

現は,受動態に書き換えること自休が無意味である。この型の再掃動詞は
(20)

多いはずだし, S・形動詞との共通性を暗示するものである。このように動

詞の能動形により構成される態にも,中立態と呼ぷのが最も妥当であると
(2D

思われるものがある。この種の中立態は能動態や受動態と共に別の機会に

扱う。

(1)一般には, S・形動詞の過去分詞を避けようとする傾向がある。例えば, de har

Slaedes.<かれらは喧嘩した。>は de har V記ret oppe at slas.のように言い

換えられる。 cf. Lomholdt 1982:155.

(2) cf. Aa. Hansen 1967:56f.,62f.

(3) Diderichsen (1964:57)は, gi丘es (拙論では中立態B/再州的中立態1)も

注

(1986年9月9日)



相互的としているが,拙論では hinanden による「齊き換えa」が適用されるも

のを相互的中立態とするので, gifteS は相亙的中立態には入れない。

(4) cf. Lomholdt loc. cit., Aa. Hansen 1967:56f

(5) Diderichsen (1976:Ⅱ6)は,(フ)のような文は倩N寺に能動態と受動態を表し,

その主、1吾は動作主であると同時に受動岩であるとする。しかし mφdeS のよう

に,対応する能動形mψde による能動態は存在するが受動態は存在しない動詞に

おいては,この説明は適用されない。

(6) cf. Lomholdt loc. C北., Aa、 Hansen 1976:56

(フ) cf. E. Hansen 1971:5-36.

(8) Aa. Hansen 1967:57.

(9)英語の A and B meet.と A and B meet each othcr.との関係を比岐せ

よ。 cf. Jespersen 1924:161.

(1の Cf. Aa. Hanse11 1967:58

(11) Diderichsen (1964:57)が gifteS を相互的としたことは上の注 3 で触れた

が,(1976:117)では gi丘eS は受動態を構成するとしている。しかし,現在で

は意味の上からこの説はとても認められない。

(12) Aa.亘ansen (1967:58)は,「隆数昏する」という意味の SldⅡeS は blive skilt

と同様に受動態を枇成すると苫う。しかしこれらは gi丘es/blive gHt と同様に,

現在では受け身とはおえられなし、

a3)参考文向Nこ挙け'た D4πSh一ιπgelSえのd60g には SP記ndes <釣り合う>もあ

るが,これは現在では用いられることはなく,代わりに部 isP犯nd (med/

Sammen)カミ用し、ら才1る。

a4) cf. Aa. Hansen 1967:58f.

(15) cf. Aa. Hansen 1967:58f.

(16) cf. Aa. Hansen 1967:59.

(1の Cf. Mikkelsen 1911:345, Aa. Hansen 1965:145f',1967:57,60

(18) cf. Lomholdt 1982:142.

(19) mangle, 1igne, gavne は仏音吾でそれぞれ manquer de, resselnbler 会, pro-

fitera と自西ル司十前置詞に相当することも参考になる。

(2の Cf. Mikkelsen 1911:341丘.,376f.
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(21) Didetidlsen (1976:119)が Verber uden diatese <態のない動詞>と呼ぶ,

法の助動詞や非人称動詞などもここに含まれる。

Toshihiro shinねni

1こesun1毛

Ved behandling af diatesesystemet i dansk kan man n記Vne det aktive, det

Passlve og det sakaldte mediale e11er medium. Det sidstn記Vnte kalder Jeg

"neutralis" idenne artikel, fordi dette er neutralt i diatesesystemet. Dette

Udtrykker nemlig hverken det aktive eⅡer det passive.1 modS記tnlng til det

aktive og det passive t記nkes der ikke P会"patiens" i neutralis, hvorfor pas-

Sivvending ikke er tnulig. Neutralis udtrykkes enten ved aktiv form hos nogle

Verber, f. eks. det reg?1ιアカ1egιt eⅡer s-form, f. eks. d?・e?1geπι S1五S つ五 g4deπ.

I denne artikel behandles det sidstn記Vnte tilf記lde ved en inddeling i nogle

typer e丘er omskrivningsmuligheder samt betydninger

Neutralis udtrykt ved s-verber i dansk

1 文法書等

Dlderichsen, paul (1964):三Sse?1tials o/ D4?1ish G?・4?π?παr, copenhagen.

(1976):三le力1ιπt影r d4?1Sた gr4"1抗4h'え,3' udg. Kφbenhavnノノ

Hansen, Erik (1971):"Jensen er nede i postkassen med et brev. Konstruk-

tion med consubjectum i moderne dansk" DのISえe st1ιdie?・ 66, PP.5-36,

Kφbenhavn.

Hansen, Aage (1965): vort t14πSたeblg'e Sつ?'og,2. udg. Kφbenhavn'

(1967): uodιrπe d4πSた 111, Kφbenhavn.ノノ

Jespersen, otto (1924): rhe philos0つh),0/ G?・4アπ?π4ナ・, London.

Lomholdt, Jφrgen a982):ιe D4?10is c0πtιか1つoral'光, copenhague.

Mild【elsen, Kr.(1911): Da?1Sゐ ord/b力1力lgS1影le, Kφbenhavn.

参考文献



Ⅱ辞書

Vlnterberg, Hermann og Bodelsen, C.A. et al.,1966 D4πSえ一ιπgelSた 0アd60g

1 一Π,2. udg. Kφbenhavn

Bruun, Erik,1978 Da?1Sえ Sつ?'oghr1ιg, Kφbenhavn.

Jacobsen, Lis et al.,1984 N1ιda?1Sた 0プdhog l 一Π,12. udg. Kφbenhavn.

25


